
徳
島
商
工
会
議
所

徳
島
商
工
会
議
所

徳
島
商
工
会
議
所

徳
島
商
工
会
議
所

大島会頭職務執行者

件
数
の
水
増
し
疑
惑
で
揺
れ
る

件
数
の
水
増
し
疑
惑
で
揺
れ
る

件
数
の
水
増
し
疑
惑
で
揺
れ
る

知
事
選
公
約
に
は
な
か
っ
た
韓
国
Ｌ
Ｃ
Ｃ

知
事
選
公
約
に
は
な
か
っ
た
韓
国
Ｌ
Ｃ
Ｃ

後
藤
田
知
事
に
と
っ
て
、
ソ
ウ
ル
Ｌ
Ｃ
Ｃ
は
棚
か

ら
ぼ
た
餅
だ
っ
た
。
令
和
五
年
の
知
事
選
公
約

で
は
、
タ
イ
や
成
田
Ｌ
Ｃ
Ｃ
を
掲
げ
た
が
、
韓
国
や

ソ
ウ
ル
Ｌ
Ｃ
Ｃ
は
視
野
に
入
っ
て
な
か
っ
た
。

ベ
ー
ス
を
作
っ
た
の
は
財
務
省
か
ら
出
向
し
て

い
た
伊
藤
副
知
事
（
当
時
）。
韓
国
人
脈
を
駆
使
し

て
複
数
の
航
空
会
社
に
定
期
便
の
誘
致
を
打
診
。

最
後
に
残
っ
た
の
が
イ
ー
ス
タ
ー
航
空
だ
っ
た
。

　

イ
ー
ス
タ
ー
航
空
は
令
和
六
年
十
二
月
二
十
六
日
、

ソ
ウ
ル
‐
徳
島
間
に
定
期
便
を
就
航
さ
せ
た
。
ソ
ウ

ル
Ｌ
Ｃ
Ｃ
だ
。
現
在
の
運
航
日
は
週
三
日
。
火
、
木
、

土
だ
。
徳
島
空
港
発
着
の
唯
一
の
国
際
定
期
便
だ
。

足
元
見
ら
れ
、
搭
乗
率
ア
ッ
プ
に
追
わ
れ
る

足
元
見
ら
れ
、
搭
乗
率
ア
ッ
プ
に
追
わ
れ
る

徳
島
県

徳
島
県

ソ
ウ
ル
Ｌ
Ｃ
Ｃ
を
就
航
さ
せ
た
徳
島
県
。
運
航
を

維
持
す
る
た
め
に
様
々
な
優
遇
策
を
打
ち
出
し

た
。
運
航
支
援
で
は
着
陸
料
や
空
港
施
設
使
用
料
等
を

助
成
。
販
売
促
進
名
目
で
も
補
助
金
を
出
し
て
い
る
。

優
遇
さ
れ
た
イ
ー
ス
タ
ー
航
空
は
し
た
た
か
だ
っ

た
。
増
便
や
撤
退
を
匂
わ
せ
、
県
を
揺
さ
ぶ
っ
た
。

燃
料
代
高
騰
に
よ
る
赤
字
補
填
を
水
面
下
で
求
め
て

き
た
。「
金
を
も
っ
と
出
せ
」
と
い
う
こ
と
だ
。

足
元
を
見
ら
れ
た
県
は
、
搭
乗
率
ア
ッ
プ
が
至
上

命
題
と
な
っ
た
。
中
・
高
校
に
修
学
旅
行
、
企
業
に

研
修
旅
行
を
呼
び
掛
け
る
な
ど
、「
Ｇ
Ｏ　

Ｔ
Ｏ　

Ｓ
Ｅ
Ｏ
U
Ｌ
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
。

ソ
ウ
ル
出
張
に
動
員
さ
れ

ソ
ウ
ル
出
張
に
動
員
さ
れ
たた
県
職
員
、
四
月

県
職
員
、
四
月

二
日
に
二
十
二
人
が
訪
韓

二
日
に
二
十
二
人
が
訪
韓

県
職
員
も
搭
乗
率
ア
ッ
プ
の
手
駒
に
使
わ
れ
た
。

ソ
ウ
ル
へ
の
海
外
出
張
だ
。
四
月
二
日
㈭
、
県

職
員
二
十
二
人
が
ソ
ウ
ル
Ｌ
Ｃ
Ｃ
で
徳
島
空
港
か
ら

飛
び
立
っ
た
。
二
泊
三
日
の
公
務
海
外
出
張
だ
。

　

二
十
二
人
は
四
チ
ー
ム
に
分
か
れ
た
。
チ
ー
ム
①

は
自
治
体
国
際
化
協
会
ソ
ウ
ル
事
務
所
（
ク
レ
ア
）、

日
本
政
府
観
光
局
の
ソ
ウ
ル
事
務
所
を
訪
問
。
訪
日

旅
行
の
動
向
調
査
や
現
地
視
察
を
行
っ
た
。

　

チ
ー
ム
②
は
県
観
光
協
会
の
姜
盛
文
（
カ
ン
ス
ン

ム
ン
）
副
理
事
長
が
率
い
た
大
学
訪
問
チ
ー
ム
。
観

光
協
会
に
派
遣
さ
れ
た
県
職
員
ら
が
延
世
大
学
や
弘

益
大
学
、
韓
国
外
国
語
大
学
等
を
訪
問
し
た
。

　

チ
ー
ム
③
は
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
。
韓
国
の
カ
ヌ
ー

連
盟
や
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
協
会
、
ボ
ー
リ
ン
グ
協
会

等
を
訪
問
。
来
年
徳
島
で
開
催
さ
れ
る
ワ
ー
ル
ド
マ

ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
へ
の
選
手
参
加
を
案
内
し
た
。

　

チ
ー
ム
④
は
ビ
ジ
ネ
ス
調
査
チ
ー
ム
。
日
本
商
工

会
議
所
や
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
ソ
ウ
ル
事
務
所
を
訪
問
。

「
Ｉ
Ｆ
Ｓ
２
０
２
６
」
と
呼
ば
れ
る
韓
国
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
協
会
主
催
の
展
示
会
を
視
察
し
た
。

ソ
ウ
ル
に
は
県
職
員
二
人
が
常
駐
、
疑
問
呼

ソ
ウ
ル
に
は
県
職
員
二
人
が
常
駐
、
疑
問
呼

ぶ
出
張
の
必
要
性

ぶ
出
張
の
必
要
性

四
チ
ー
ム
に
分
か
れ
た
ソ
ウ
ル
出
張
の
う
ち
、

チ
ー
ム
①
と
チ
ー
ム
④
は
必
要
度
の
低
い
公
務

出
張
だ
っ
た
。
特
に
チ
ー
ム
①
は
必
要
性
ゼ
ロ
。
飛

行
機
の
席
を
埋
め
る
だ
け
の
公
務
出
張
だ
っ
た
。

　

チ
ー
ム
①
は
ク
レ
ア
を
訪
問
。
ス
タ
ッ
フ
か
ら
最

近
の
韓
国
の
流
行
等
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
い
る
が
、

ク
レ
ア
に
は
県
職
員
が
二
人
常
駐
し
て
い
る
。
所
長

補
佐
の
穴
田
氏
と
駐
在
員
の
西
口
氏
だ
。

　

ク
レ
ア
や
日
本
政
府
観
光
局
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら

話
を
聞
い
た
チ
ー
ム
①
だ
が
、
そ
の
公
務
は
本
来

ク
レ
ア
駐
在
の
穴
田
、西
口
両
氏
の
仕
事
だ
。
チ
ー

ム
①
に
対
応
し
た
の
が
穴
田
、
西
口
両
氏
と
い
う

の
も
お
粗
末
な
茶
番
劇
だ
。

チ
ー
ム
④
は
日
本
商
工
会
議
所
や
Ｊ
Ｅ
Ｔ

Ｒ
Ｏ
の
ソ
ウ
ル
事
務
所
ス
タ
ッ
フ
と
面
談
し

て
い
る
が
、
そ
の
公
務
内
容
も
穴
田
、
西
口

両
氏
で
十
分
こ
な
せ
る
も
の
だ
。
ソ
ウ
ル
駐

在
員
に
仕
事
を
さ
せ
る
べ
き
だ
。

二
泊
三
日
の
ソ
ウ
ル
出
張
を
行
っ
た
県
職

員
だ
が
、
公
務
を
行
っ
た
の
は
四
月
三
日
の

金
曜
だ
け
。
出
張
経
費
は
観
光
協
会
所
属
の

五
人
を
除
い
た
十
七
人
で
総
額
約
一
九
四
万

円
。
一
人
平
均
十
一
万
四
千
円
だ
。

徳
島
か
ら
ソ
ウ
ル
に
向
か
う
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

便
を
埋
め
る
た
め
に
動
員
さ
れ
た
県
職
員
。
帰
り

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
便
は
席
が
取
れ
ず
、高
松
や
神
戸
、

関
西
空
港
へ
の
帰
着
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

韓
国
の
大
学
生
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
招
待

韓
国
の
大
学
生
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
招
待

で
搭
乗
率
ア
ッ
プ

で
搭
乗
率
ア
ッ
プ

ソ
ウ
ル
へ
向
か
う
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
便
の
搭

乗
率
ア
ッ
プ
策
が
県
職
員
の
サ
ク
ラ
出
張

な
ら
、
徳
島
へ
向
か
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
便
は
韓

国
の
大
学
生
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
招
待
旅

行
で
搭
乗
率
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

四
月
か
ら
六
月
ま
で
の
三
か
月
間
で
大
学
生
約
五

百
人
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
約
五
百
人
、
メ
デ
ィ
ア

二
十
四
社
を
徳
島
に
招
聘
。
ソ
ウ
ル
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
搭
乗

率
は
四
月
が
九
十
四
％
、
五
月
が
八
十
％
だ
。

経
費
は
す
べ
て
県
負
担
。
県
か
ら
補
助
金
を

も
ら
っ
た
県
観
光
協
会
が
面
倒
を
見
て
い
る
。

大
学
生
の
場
合
、
四
月
と
五
月
の
二
か
月
で
明

知
大
学
な
ど
三
校
二
六
八
人
を
招
待
。
約
二
、

六
八
一
万
円
を
使
っ
て
い
る
。

四
月
九
日
〜
十
一
日
は
明
知
大
学
の
学
生
四

六
人
を
招
待
。
経
費
は
約
三
八
八
万
円
だ
。
内

訳
は
航
空
券
代
、
宿
泊
代
、
貸
切
バ
ス
代
、
渦

の
道
・
大
塚
国
際
美
術
館
・
阿
波
踊
り
会
館
等

の
入
場
料
、
懇
親
会
費
用
な
ど
だ
。

県
費
が
投
入
さ
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
旅

県
費
が
投
入
さ
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
旅

行
支
出

行
支
出

航
空
券
、
宿
泊
費
、
バ
ス
代
、
懇
親
会
経
費
、

観
光
施
設
の
入
場
料
な
ど
の
経
費
を
県

が
丸
抱
え
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
。
県
が
強

調
す
る
経
済
効
果
は
自
作
自
演
。
県
費
が
投
入

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

県
は
ソ
ウ
ル
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
就
航
か
ら
昨
年
十
一
月
ま

で
の
経
済
効
果
を
約
十
一
億
円
と
発
表
し
て
い
る
。

根
拠
は
観
光
庁
の
デ
ー
タ
。
一
人
一
泊
当
た
り
の
旅

行
支
出
は
韓
国
か
ら
の
旅
行
客
が
平
均
二
万
三
千

円
。
こ
の
数
字
に
人
数
と
泊
数
を
掛
け
た
も
の
だ
。

　

問
題
は
一
人
一
泊
二
万
三
千
円
と
い
う
旅
行
支
出

が
徳
島
に
当
て
は
ま
る
か
。
四
月
の
明
知
大
学
生
招

待
旅
行
の
場
合
、
県
が
負
担
し
た
旅
行
支
出
は
一
人

一
泊
一
万
四
千
円
。
約
一
万
円
の
格
差
が
あ
る
。

　

招
待
さ
れ
た
大
学
生
ら
は
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
で

食
事
し
た
り
土
産
を
買
っ
て
い
る
。
徳
島
で
ど
れ

だ
け
金
を
使
っ
た
の
か
。
招
待
旅
行
の
条
件
と
し

て
消
費
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
べ
き
だ
。

経
費
非
開
示
、
闇
の
中
の
費
用
対
効
果
、
国
際

経
費
非
開
示
、
闇
の
中
の
費
用
対
効
果
、
国
際

定
期
便

定
期
便

韓
国
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
旅
行
支
出
に

県
費
が
投
入
さ
れ
て
い
る
徳
島
県
。
問
題
は

費
用
対
効
果
だ
が
、
航
空
会
社
に
流
れ
た
補
助
金

額
を
県
が
公
表
し
な
い
た
め
、
実
態
は
闇
の
中
だ
。

　

後
藤
田
知
事
は
ソ
ウ
ル
Ｌ
Ｃ
Ｃ
で
十
一
億
円
、
香
港

Ｌ
Ｃ
Ｃ
で
五
・
六
億
円
の
経
済
効
果
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

が
、
そ
の
金
額
は
根
拠
が
曖
昧
で
経
費
が
隠
さ
れ
て
い

る
た
め
、
費
用
対
効
果
が
県
民
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

香
港
と
韓
国
の
航
空
会
社
へ
の
補
助
金
を
含
む
国
際

定
期
便
利
用
促
進
事
業
費
は
、
令
和
六
、
七
年
度
の
予

算
ベ
ー
ス
で
八
億
八
千
万
円
。
ソ
ウ
ル
Ｌ
Ｃ
Ｃ
を
飛

ば
す
の
に
い
く
ら
使
っ
て
い
る
の
か
。
ロ
ー
コ
ス
ト

が
売
り
の
「
飛
行
機
代
」
を
県
民
に
開
示
す
べ
き
だ
。

問
わ
れ
る
魅
力
あ
る
徳
島
づ
く
り

問
わ
れ
る
魅
力
あ
る
徳
島
づ
く
り

搭
乗
率
と
い
う
ジ
ョ
ー
カ
ー
を
イ
ー
ス

タ
ー
航
空
か
ら
突
き
つ
け
ら
れ
、
乗
客

を
増
や
す
た
め
に
県
費
を
垂
れ
流
す
後
藤
田
知

事
。
ま
る
で
愛
人
の
気
を
引
く
た
め
に
愛
人
手

当
を
払
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。

　

金
の
切
れ
目
が
縁
の
切
れ
目
。
い
つ
ま
で

も
続
く
わ
け
が
な
い
。
必
要
な
の
は
飛
行
機

を
飛
ば
す
こ
と
で
は
な
く
、
徳
島
の
魅
力
づ

く
り
だ
。
魅
力
あ
る
街
に
は
「
飛
ば
さ
せ
て

く
だ
さ
い
」
と
航
空
会
社
が
寄
っ
て
く
る
。

　

ホ
ー
ル
や
ア
リ
ー
ナ
整
備
に
数
百
億
円
を

使
う
よ
り
、
県
民
の
叡
知
を
結
集
し
て
、
世

界
で
徳
島
に
し
か
な
い
ハ
ー
ド
＆
ソ
フ
ト
の

魅
力
づ
く
り
や
既
存
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の

認
知
度
ア
ッ
プ
に
活
用
す
べ
き
だ
。

飯
泉
前
知
事
は
五
期
二
十
年
、
イ
ベ
ン
ト
行
政

優
先
で
持
続
可
能
な
徳
島
の
レ
ガ
シ
ー
づ
く
り
を

怠
っ
て
き
た
。
後
藤
田
知
事
も
「
朝
令
昼
改
」
の
県

政
運
営
が
目
立
ち
、持
続
可
能
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

県
政
運
営
で
子
ど
も
が
お
も
ち
ゃ
を
玩
ぶ
よ
う

な
危
う
さ
が
あ
る
後
藤
田
知
事
。
韓
国
企
業
に
県
費

を
貢
ぐ
「
飛
行
機
遊
び
」
は
ほ
ど
ほ
ど
に
す
べ
き
だ
。

公
人
と
私
人
の
区
別
が
つ
か
ず
県
政
私
物
化
と
県

費
濫
用
を
自
戒
で
き
な
い
な
ら
、
知
事
失
格
だ
。

ソ
ウ
ル
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
搭
乗
率
ア
ッ
プ
の
た
め
、
韓
国
大
学
生
無
料
招
待
の
徳
島
県
。
四
月
と
五
月
で
明
知
大
学
な
ど
三
校
・
二
六
八
人
を
招
待
。
使
っ
た
公
費
は
航
空
券
代
、
宿
泊
費
、
バ
ス
代
、
懇
親
会
費
、
観
光
施
設
入
場
料
な
ど
約
二
、六
八
一
万
円
。
問
わ
れ
る
費
用
対
効
果
。
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交
流
ス
ペ
ー
ス
や
ト
イ
レ
、

国
の
交
付
金
活
用

つ
る
ぎ
町
一
宇
地
区
に
新
し

い
集
会
施
設
が
誕
生
す
る
。

住
民
が
活
用
で
き
る
交
流
ス
ペ
ー

ス
、
観
光
案
内
所
、
二
十
四
時
間

使
え
る
ト
イ
レ
等
が
整
備
さ
れ
る
。

令
和
九
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定

だ
。

　

令
和
七
年
五
月
に
閉
館
さ
れ
た

一
宇
公
民
館
の
代
替
施
設
だ
。
公

民
館
は
築
後
四
十
五
年
が
過
ぎ
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
。
耐
震
基

準
も
満
た
し
て
い
な
か
っ
た
。
閉

館
後
、
解
体
さ
れ

た
。

　

公
民
館
閉
鎖
後
、

住
民
か
ら
交
流
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
で

き
る
施
設
や
ト
イ

レ
の
整
備
を
求
め

る
声
が
上
が
っ
た
。

要
望
を
受
け
、
兼

西
町
長
が
隣
接
す
る
つ
る
ぎ
の
宿

岩
戸
と
連
係
す
る
施
設
整
備
を
打

ち
出
し
た
。

　

計
画
で
は
地
域
住
民
が
集
会
や

イ
ベ
ン
ト
等
多
目
的
に
使
え
る
交

流
ス
ペ
ー
ス
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
陳
列
さ
れ
た
無
人
の
観
光
案

内
所
、事
務
室
、ト
イ
レ
、授
乳
室
、

倉
庫
、
ポ
ー
チ
等
が
整
備
さ
れ
る
。

　
「
特
に
住
民
か
ら
の
要
望
が
強

か
っ
た
の
が
ト
イ
レ
の
整
備
で

す
。
男
性
用
、
女
性
用
、
多
目
的

用
な
ど
二
十
四
時
間
使
え
る
ト
イ

レ
を
整
備
し
ま
す
」（
つ
る
ぎ
町

一
宇
出
張
所
の
北
岡
所
長
）。

一
宇
集
会
所
と
仮
称
さ
れ
る

新
施
設
。
整
備
事
業
費
は
約
一

億
五
千
万
円
。
財
源
に
は
内
閣

官
房
の
地
域
未
来
戦
略
本
部
が

所
管
す
る
地
域
未
来
交
付
金
が

投
入
さ
れ
る
。
国
の
交
付
金
を

有
効
活
用
し
て
い
る
。

隣
接
す
る
「
つ
る
ぎ
の
宿
岩

戸
」、
期
待
さ
れ
る
一
宇
地
区

の
活
性
化

令
和
九
年
四
月
の
オ
ー
プ
ン

を
目
指
し
、
建
設
工
事
が

進
む
一
宇
集
会
施
設
（
仮
称
）。
運

営
で
は
隣
接
し
た
宿
泊
施
設
「
つ

る
ぎ
の
宿
岩
戸
」と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
「
つ
る
ぎ
の
宿
岩
戸
」
は
町
の
第

三
セ
ク
タ
ー
・
貞
光
ゆ
う
ゆ
う
館

が
運
営
す
る
。「
つ
る
ぎ
の
湯
」
と

言
わ
れ
る
温
泉
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が

あ
る
宿
泊
施
設
だ
。「
日
帰
り
温
泉
」

と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

剣
山
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
に
位
置

し
、
登
山
シ
ー
ズ
ン
に
は
多
く
の

登
山
客
や
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い

る
。
周
辺
に
は
、
剣
山
の
他
、
土

釜
や
鳴
滝
等
の
観
光
資
源
が
あ
り
、

つ
る
ぎ
の
自
然
が
堪
能
で
き
る
。

　

住
民
が
集
う
集
会
施
設
と
温
泉

フ
ァ
ン
や
観
光
客
、
登
山
客
を
受

け
入
れ
る
「
つ
る
ぎ
の
宿
岩
戸
」。

隣
接
す
る
二
つ
の
交
流
施
設
を
有

効
活
用
し
た
一
宇
地
区
の
活
性
化

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

　

ソ
ウ
ル
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
卑
屈
な
貢
ぎ
戦
略
か
ら
脱
却
す
べ
き
だ
。

徳
島
県
の
後
藤
田
県
政
だ
。
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
は
県
職
員
の
不

要
な
海
外
出
張
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
韓
国
の
学
生
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
ー
の
招
待
旅
行
。
搭
乗
率
を
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
、
県

費
が
湯
水
の
如
く
使
わ
れ
て
い
る
。
県
は
約
十
一
億
円
の
経
済

効
果
を
喧
伝
す
る
が
、
コ
ス
ト
は
非
開
示
。
費
用
対
効
果
は
闇

の
中
だ
。
韓
国
と
の
国
際
交
流
も
ア
ピ
ー
ル
す
る
が
、
取
っ
て

つ
け
た
後
付
け
大
義
名
分
だ
。
自
治
体
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
誘
致
合
戦
に

参
戦
し
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
を
「
金
で
買
う
」
徳
島
県
。
貢
ぎ
戦
略
は
Ｌ

Ｃ
Ｃ
側
に
足
元
を
見
ら
れ
る
だ
け
だ
。「
Ｇ
Ｏ　

Ｔ
Ｏ　

Ｓ
Ｅ

Ｏ
U
Ｌ
」
の
号
令
を
か
け
、
公
僕
で
あ
る
県
職
員
を
私
兵
の

よ
う
に
扱
う
後
藤
田
知
事
。
公
人
と
私
人
の
区
別
が
つ
か
ず
県

政
の
私
物
化
を
自
戒
で
き
な
い
な
ら
、
知
事
失
格
だ
。

No.2

一
宇
地
区
で
建
設
進
む
集
会
施
設

一
宇
地
区
で
建
設
進
む
集
会
施
設

来年四月
　オープン予定来年四月
　オープン予定 つるぎ町つるぎ町つるぎ町

依
然
燻
る
「
テ
ン
プ
ラ
」
疑
惑

徳
島
商
工
会
議
所
は
「
テ
ン

プ
ラ
」
疑
惑
に
き
っ
ち

り
ケ
リ
を
つ
け
る
べ
き
だ
。
運

営
を
仕
切
る
専
務
が
代
わ
り
、

改
革
へ
の
期
待
感
が
高
ま
っ
た

が
、「
テ
ン
プ
ラ
」
疑
惑
は
依

然
燻
っ
た
ま
ま
だ
。

「
テ
ン
プ
ラ
」
は
、
経
営
指

導
員
の
巡
回
指
導
件
数
の
架
空

計
上
の
こ
と
だ
。
経
営
指
導
員

は
会
員
企
業
を
訪
問
。
経
営
や

金
融
、
税
務
や
労
働
問
題
等
を

指
導
し
て
い
る
が
、
そ
の
件
数

の
水
増
し
疑
惑
だ
。

水
増
し
理
由
は
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
の
獲
得
だ
。
巡
回
指

導
件
数
が
多
い
ほ
ど
よ
り
多

く
の
補
助
金
が
県
か
ら
も
ら

え
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

件
数
の
水
増
し
報
告
は
県
を

騙
す
補
助
金
詐
取
だ
。

会
議
所
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
と
、「
テ

ン
プ
ラ
」
疑
惑
は
過
去
か
ら
囁

か
れ
て
い
た
。
昨
年
職
員
の
長

時
間
労
働
な
ど
会
議
所
の
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
体
質
が
表

面
化
。「
テ
ン
プ
ラ
」
疑

惑
も
改
善
を
求
め
る
声

が
上
が
っ
た
。

　

パ
ン
ド
ラ
の
箱
が
開
い

た
「
テ
ン
プ
ラ
」
疑
惑
。

令
和
六
年
度
に
二
、
三
七

三
件
だ
っ
た
巡
回
指
導
の

報
告
件
数
は
一
、
五
〇
五

件
。
八
六
八
件
も
減
少
。
水
増
し
報

告
が
改
善
さ
れ
た
か
に
見
え
た
。

　
「
報
告
件
数
が
激
減
し
た
の
は
、

『
テ
ン
プ
ラ
』
疑
惑
を
指
摘
さ
れ
て
、

職
員
が
水
増
し
を
自
主
規
制
し
た

か
ら
で
は
。
問
題
は
会
議
所
が
組

織
と
し
て
『
テ
ン
プ
ラ
』
疑
惑
に

対
応
し
て
い
る
か
で
す
」（
Ｏ
Ｂ
）。

　

飯
田
専
務
や
中
川
事
務
局
長
に

確
認
す
る
と
、
会
員
指
導
業
務
に

お
け
る
巡
回
訪
問
件
数
の
架
空
計

上
や
水
増
し
計
上
、
い
わ
ゆ
る
「
テ

ン
プ
ラ
」
は
「
あ
り
え
な
い
し
、

実
際
に
な
い
」
と
の
見
解
だ
。

「
件
数
の
カ
ウ
ン
ト
の
仕
方
に
対

す
る
認
識
の
相
違
で
は
。
当
会
議

所
で
は
企
業
訪
問
だ
け
で
な
く
、

セ
ミ
ナ
ー
開
催
時
に
会
員
企
業
か

ら
個
別
相
談
を
受
け
た
り
指
導
し

た
時
も
巡
回
訪
問
件
数
に
カ
ウ
ン

ト
し
て
い
る
」（
中
川
局
長
）。

令
和
七
年
度
の
巡
回
指
導
件
数

が
前
年
度
よ
り
八
六
八
件
も
減
少

し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
補
助
事

業
が
増
え
て
会
員
か
ら
の
申
請
も

急
増
。
窓
口
対
応
や
事
務
処
理
に
追

わ
れ
て
、
企
業
訪
問
が
減
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
」（
中
川
局
長
）。

セ
ミ
ナ
ー
で
の
指
導
を
巡
回
指

導
に
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
と
言
う

が
、
職
員
が
企
業
を
訪
問
す
る
巡

回
指
導
と
セ
ミ
ナ
ー
に
集
ま
っ
た

企
業
関
係
者
に
対
す
る
指
導
を
同

一
視
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
。

他
の
会
議
所
で
は
巡
回
指
導

と
セ
ミ
ナ
ー
で
の
指
導
は
別
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
扱
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
い
。
巡
回
指
導
件
数
を
か
さ

上
げ
す
る
た
め
の
「
こ
じ
つ
け
カ
ウ

ン
ト
」
と
指
摘
で
き
そ
う
だ
。

「
テ
ン
プ
ラ
」
疑
惑
を
否
定
す
る

徳
島
商
工
会
議
所
だ
が
、
や
る
べ
き

こ
と
は
「
テ
ン
プ
ラ
」
疑
惑
を
組
織

の
問
題
と
し
て
受
け
止
め
、
改
善
策

を
打
ち
出
す
こ
と
だ
。
セ
ミ
ナ
ー
指

導
と
巡
回
指
導
の
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
カ
ウ

ン
ト
も
や
め
る
べ
き
だ
。

公
益
性
の
あ
る
地
域
経
済
団
体
、

確
立
で
き
る
か
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

川
島
会
頭
が
突
然
辞
任
し
、
会

頭
不
在
が
続
く
徳
島
商
工
会

議
所
。
次
期
会
頭
就
任
が
取
り
沙
汰

さ
れ
る
大
島
会
頭
職
務
執
行
者
と
四

月
に
就
任
し
た
飯
田
専
務
に
期
待
さ

れ
る
の
は
、
地
域
経
済
団
体
と
し
て

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
立
だ
。

昨
年
末
に
表
面
化
し
た
ブ
ラ
ッ
ク

企
業
体
質
と
「
テ
ン
プ
ラ
」
疑
惑
に

象
徴
さ
れ
る
イ
カ
サ
マ
体
質
を
速
や

か
に
改
善
す
べ
き
だ
。
会
員
企
業
を

指
導
す
る
会
議
所
が
「
ブ
ラ
ッ
ク
会

議
所
」
で
は
話
に
な
ら
な
い
。

　

街
角
熟
女
さ
ん
、
今
回
は
大
阪
キ
タ

の
ラ
イ
ブ
・
バ
ー
で
出
会
っ
た
美
女
。

ボ
デ
ィ
ラ
イ
ン
が
よ
く
わ
か
る
エ
ン

ジ
色
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
が
肉
感
的
セ
ク

シ
ー
さ
を
演
出
す
る
。

　

名
前
は
幸
恵
さ
ん
。
幼
少
期
か
ら
ク

ラ
シ
ッ
ク
ピ
ア
ノ
を
学
び
、
ジ
ャ
ズ
と

出
会
い
大
阪
音
楽
大
学
ジ
ャ
ズ
コ
ー

ス
に
入
学
し
た
才
女
。

　

在
学
中
か
ら
プ
ロ
活
動
を
開
始
。
国

内
外
の
多
く
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と

共
演
し
、
天
満
高
架
下
に
あ
る
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
が
運
営
す
る
「
じ
ゃ
ず
家
音
楽

塾
」
で
、
ピ
ア
ノ
科
の
講
師
も
務
め
て

い
る
多
彩
な
熟
女
さ
ん
だ
。

　
　
　
　
「
同
一
文
書
な
の
に
、
公
開
請
求
す
る
度
に
公
開
箇
所
や
非
公
開
箇
所
が
違
う
」

…
。
徳
島
県
の
公
文
書
公
開
は
無
茶
苦
茶
だ
。
担
当
職
員
が
恣
意
的
に
非
公
開
箇

所
を
決
め
る
な
ど
、
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
で
あ
る
情
報
公
開
条
例
が
形
骸
化
に
陥
っ
て

い
る
。
後
藤
田
知
事
が
ア
ピ
ー
ル
す
る
「
透
明
度
ア
ッ
プ
」
の
現
状
は
お
寒
い
限
り
。

「
公
開
・
非
公
開
」
の
恣
意
的
運
用
で
県
民
の
知
る
権
利
が
蔑
ろ
に
さ
れ
て
い
る
。

後藤田知事 原課長

同
一
文
書
な
の
に
、
請
求

の
度
に
異
な
る
公
開
箇
所

本
紙
は
昨
年
と
今
年
、
県
が

保
有
す
る
同
じ
公
文
書

に
対
し
、
計
三
回
公
開
請
求
を

行
っ
た
。
対
象
は
令
和
七
年
一

月
十
五
日
に
香
港
に
出
張
し
た

北
川
航
空
戦
略
幹
（
当
時
）
の

旅
行
命
令
簿
兼
旅
費
請
求
書
だ
。

三
回
と
も
県
の
対
応
は
部
分

公
開
だ
っ
た
。
文
書
の
一
部
を

黒
塗
り
し
て
、
コ
ピ
ー
を
開
示

し
た
。
問
題
は
黒
塗
り
箇
所
。

同
じ
文
書
な
の
に
、
三
回
と
も

黒
塗
り
箇
所
が
異
な
っ
て
い
た
。

昨
年
八
月
の
公
開
請
求
に

対
し
て
は
、
北
川
氏

の
自
宅
住
所
が
黒
塗

り
さ
れ
た
文
書
が
開

示
さ
れ
た
。
航
空
運

賃
や
現
地
交
通
費
、

宿
泊
料
、
旅
行
雑
費

な
ど
公
務
出
張
に
要
し
た
経
費
の

金
額
は
公
開
さ
れ
た
。

　

昨
年
九
月
の
公
開
請
求
に
対
し

て
は
、
北
川
氏
の
自
宅
住
所
と
出

発
地
、
航
空
運
賃
や
現
地
交
通
費
、

宿
泊
料
、
旅
行
雑
費
な
ど
金
額
が

記
載
さ
れ
た
箇
所
は
す
べ
て
黒
塗

り
さ
れ
た
文
書
が
公
開
さ
れ
た
。

　

今
年
四
月
の
公
開
請
求
に
対

し
て
は
、
北
川
氏
の
自
宅
住
所

と
出
発
地
が
黒
塗
り
さ
れ
た
文

書
が
開
示
さ
れ
た
。
航
空
運
賃

な
ど
金
額
が
記
載
さ
れ
た
箇
所

は
す
べ
て
昨
年
八
月
の
公
開
請

求
同
様
、
公
開
さ
れ
た
。

辻
褄
が
合
わ
な
い
県
の
非
公

開
対
応

担
当
の
観
光
政
策
課
に
よ
る

と
、
昨
年
八
月
の
請
求
に

対
し
、
出
発
地
を
黒
塗
り
し
な

か
っ
た
の
は
「
ミ
ス
」。
本
来
は

今
年
四
月
の
請
求
に
対
応
し
た

よ
う
に
、
出
発
地
も
黒
塗
り
す

べ
き
だ
っ
た
と
の
こ
と
。

　

昨
年
九
月
の
請
求
に
対
し
、
航

空
運
賃
等
金
額
を
す
べ
て
黒
塗
り

し
た
の
は
、「
他
の
二
回
の
請
求
と

は
、
公
文
書
公
開
請
求
の
内
容
が

異
な
っ
て
い
た
た
め
」（
原
観
光
政

策
課
長
）
と
の
こ
と
だ
。

　

当
社
は
昨
年
八
月
と
今
年
四
月

の
請
求
で
は
「
海
外
出
張
の
経
費

が
わ
か
る
文
書
」
の
公
開
を
求
め
、

昨
年
九
月
の
請
求
で
は
、「
国
際
定

期
便
利
用
促
進
事
業
の
支
出
に
関

す
る
文
書
」
の
公
開
を
求
め
た
。

「
国
際
定
期
便
利
用
促
進
事
業

の
事
業
費
に
関
す
る
公
開
請
求

だ
っ
た
た
め
、
出
張
旅
費
を
公
開

す
る
と
、
香
港
便
の
赤
字
補
填
額

が
類
推
さ
れ
る
た
め
、
非
公
開
扱

い
に
し
た
」（
原
観
光
政
策
課
長
）。

　

香
港
便
の
赤
字
補
填
額
は
県
議

会
で
問
題
に
な
っ
た
。
金
額
の
公

開
を
求
め
た
県
議
ら
に
対
し
、
県

は
「
グ
レ
ー
タ
ー
ベ
イ
航
空
の
営

業
秘
密
に
当
た
る
」
と
の
理
由
で

頑
な
に
公
表
を
拒
否
し
て
い
る
。

　

県
議
会
に
公
表
し
て
い
な
い

か
ら
、
県
民
の
公
文
書
公
開
請

求
に
対
し
て
も
「
金
額
が
類
推

さ
れ
る
か
ら
公
開
し
な
い
」
と

い
う
こ
と
の
よ
う
だ
が
、
他
の

二
回
の
公
開
請
求
に
対
し
て
は

金
額
を
公
開
し
て
い
る
。

「
赤
字
補
填
額
が
類
推
さ
れ
る
」

懸
念
が
あ
る
な
ら
、
い
か
な
る
公

開
請
求
に
対
し
て
も
、
出
張
旅
費

の
金
額
は
非
公
開
に
す
べ
き
だ
。

あ
る
時
は
公
開
、
あ
る
時
は
非
公

開
と
い
う
の
は
支
離
滅
裂
だ
。

課
長
が
公
開
・
非
公
開
を
決
定

そ
も
そ
も
同
じ
公
文
書
に

対
す
る
公
開
請
求
で
、
公

開
す
る
た
び
に
公
開
内
容
が
異

な
る
と
い
う
の
は
、
シ
ン
プ
ル

に
お
か
し
い
。
同
じ
公
文
書
な

ら
、
公
開
箇
所
や
非
公
開
箇
所

は
同
じ
で
あ
る
べ
き
だ
。

　

公
文
書
の
公
開
・
非
公
開
の
基

本
的
な
判
断
基
準
は
情
報
公
開

条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

実
際
の
運
用
で
は
公
開
・
非
公

開
は
課
長
権
限
で
決
め
ら
れ
て

い
る
。
課
長
が
恣
意
的
に
決
め

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

課
長
が
公
開
・
非
公
開
の
箇
所
を

忖
度
し
恣
意
的
に
決
め
る
の
は
独
善

に
陥
り
、
民
主
主
義
の
根
幹
を
揺
る

が
す
恐
れ
が
あ
る
。
公
開
・
非
公
開

は
属
人
性
を
排
し
た
統
一
し
た
ル
ー

ル
で
判
断
す
べ
き
だ
。

「
透
明
度
ア
ッ
プ
」
の
お
寒

い
実
態

同
じ
公
文
書
な
の
に
、
あ

る
時
は
公
開
、
あ
る
時

は
非
公
開
。
こ
れ
が
後
藤
田

知
事
が
標
榜
す
る
「
透
明
度

ア
ッ
プ
」
の
実
態
だ
。
情
報

公
開
が
職
員
に
恣
意
的
に
運
用

さ
れ
、
県
民
の
知
る
権
利
が
蔑

ろ
に
さ
れ
て
い
る
。

笑
止
千
万
な
後
藤
田
県
政
の

支
離
滅
裂
情
報
公
開
。
県
費
の

使
途
は
本
来
積
極
的
に
開
示
す

べ
き
行
政
情
報
。「
透
明
度
ア
ッ

プ
」
を
強
調
す
る
前
に
、
県
民

へ
の
説
明
責
任
の
イ
ロ
ハ
を
勉

強
し
直
す
べ
き
だ
。

▲集会施設の完成予想図。

知
事
就
任
前
か
ら
タ
イ
に
出
入
り
し
て
い
た
後
藤
田
知
事
。
バ
ン
コ
ク
に
ア
ジ
ア
デ
ス
ク
を
開
設
。
職
員
を
一
人
常
駐
さ
せ
る
が
、タ
イ
は
東
南
ア
ジ
ア
主
要
国
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
最
低
。
政
情
不
安
が
続
き「
ア
ジ
ア
の
病
人
」と
の
評
も
。
存
在
意
味
が
な
い
職
員
を
引
き
揚
げ
さ
せ
る
べ
き
だ
。

知
事
失
格
　　　 

目
に
余
る
県
行
政
の
私
物
化

知
事
失
格
　　　 

目
に
余
る
県
行
政
の
私
物
化

？！？！

情報公開が機能しておらず、

民主主義の根幹が崩れている。
情報公開が機能しておらず、

民主主義の根幹が崩れている。
情報公開が機能しておらず、

民主主義の根幹が崩れている。
情報公開が機能しておらず、

民主主義の根幹が崩れている。
情報公開が機能しておらず、

民主主義の根幹が崩れている。

徳島県

巡回指導件数が一年で八六八件も減少巡回指導件数が一年で八六八件も減少

韓
国
出
張
に

　動
員
さ
れ
る
県
庁
職
員

韓
国
出
張
に

　動
員
さ
れ
る
県
庁
職
員

▲無料招待された韓国の大学生たち。


